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１
．
は
じ
め
に

　

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
文
部
科
学
省
は
二
〇
一
二
年
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」
を
開
始
し
た
。
本
事
業
に
よ
り
、
以
前
に
も
ま
し
て
多
く

の
大
学
が
留
学
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
留
学
を
す
る
前
に

海
外
の
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
語
（
又
は
他
の
外
国

語
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
、
異
文
化
交
流
を
経
験
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
学
生
は
何
か
得
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
留
学
し
た

く
て
も
語
学
力
不
足
の
た
め
、
ま
た
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
留
学
を
実
現
で
き

な
い
学
生
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
は
大
き
な
刺
激
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
誰
か
と
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経

験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
動
機
が
高
ま
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
本
の
国
立
大
学
の
三
年
生
が
二
〇
二
〇
年
前
期
に
、
授
業
で
コ
ス

タ
リ
カ
の
大
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
活
動
を
行
っ
た
結
果
、ど
の
よ
う
に
感

じ
た
の
か
、
何
を
学
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
う
。
二
〇
二
〇
年
の
前
期
は

C
ovid­19

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
対
面
授
業
は
禁
止
さ
れ
、
ま
た
国
外
へ
の
渡
航
も

禁
じ
ら
れ
た
。
受
講
生
の
一
部
は
当
初
二
〇
二
〇
年
後
期
に
長
期
留
学
を
予
定
し
て

い
る
学
生
が
い
た
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
らZ

oom

や
様
々

な
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
で
き
た
こ
と
は
、
留
学
の
代
わ
り
に
は

な
り
え
な
い
が
、
留
学
の
事
前
研
修
と
し
て
は
役
に
立
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
留
学
が
で
き
な
い
学
生
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
は
海
外
の
学
生
と
の
交
流
を
可
能
に
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
よ
る
教
育
的
効
果
や
問
題
点

　

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
種
類
と
し
て
は
、
同
期
型
と
非
同
期
型
が
あ
る
。
前
者
は

Skype

やZ
oom

の
よ
う
な
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
対
面
で
会
話
を
す
る
た
め
、
学
習
言
語
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
や
リ
ス
ニ

ン
グ
力
を
高
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（C

orrea, 2015 ; Lee, 2007

）。
し
か

し
な
が
ら
、
学
習
言
語
の
能
力
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
対
面
式
の
会
話
中
に

即
座
に
相
手
の
発
話
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
え
る
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
不
足

の
た
め
）。
ま
た
、
交
流
す
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
同
時
に
参
加
で
き
る
時
間
帯
を
確

保
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
が
、
時
間
調
節
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

一
方
、
後
者
は
、M

oodle

や
掲
示
板
等
を
使
用
し
て
交
流
す
る
。Young and 

W
est

（
二
〇
一
八
）
が
非
同
期
型
の
口
頭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を

使
用
し
た
研
究
に
関
し
て
、
二
十
二
点
の
論
文
を
調
査
し
た
結
果
、
こ
の
種
の
学
習

コ
ス
タ
リ
カ
の
大
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
：

　
　
　
日
本
人
学
生
は
何
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
学
ん
だ
の
か
？

古
村 

由
美
子

評 
論

77



ス
タ
イ
ル
で
は
、
学
習
言
語
使
用
時
の
流
暢
さ
・
正
確
さ
・
発
音
が
上
達
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、A

ndresen

（
二
〇
〇
九
）
は
、
非
同
期
型
の
教
育

に
は
限
界
が
あ
り
、
学
習
者
が
リ
ア
ル
な
経
験
を
し
た
実
感
が
薄
れ
る
と
報
告
し
て

い
る
。
自
分
が
投
稿
し
た
後
に
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
相
手
か
ら
の
反
応
が
得
ら
れ
る

た
め
で
あ
る
。

　
O

’D
ow

d  

（
二
〇
一
六
）
は
、
非
同
期
型
で
あ
れ
同
期
型
で
あ
れ
、
第
二
言
語
学

習
に
お
い
て
は
有
効
な
効
果
が
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
が
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
改
善
に
も
役
立
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
て
い
る
（G

odw
in­Jones, 2013 ; W

ilden, 2007 ; W
u, 2018

）。

　

今
回
実
施
し
た
交
流
は
基
本
的
に
非
同
期
型
で
あ
っ
た
が
、
学
生
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
授
業
時
間
外
で
時
間
調
整
を
行
い
、Z

oom

な
ど
で
直
接
交
流
し
た
グ
ル
ー
プ
も

い
た
（
自
由
選
択
）。

３
．
交
流
授
業
の
概
要

３
．１　

交
流
の
目
的
と
参
加
者
に
つ
い
て

　

本
授
業
は
英
語
授
業
の
一
貫
と
し
て
実
施
し
た
た
め
、
英
語
の
四
技
能
向
上
を
目

的
と
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
的
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
交
流
す
る
相
手
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
同
作
業
を
可
能
と
す
る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
本
と
し
た
学
習
形
態
を
計

画
し
た
。Barrett （
二
〇
一
八
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
意
味
が
あ
り
、
魅
力
的
で
あ

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
交
流
活
動
を
す
る
上
で
の
基
本
的
理
念
は
欧
州
評

議
会
が
策
定
し
た
、R

eference Fram
ew

ork of C
om

petences for D
em

ocratic 

C
ulture

（
民
主
的
文
化
創
出
の
た
め
の
能
力
参
照
枠
：
筆
者
訳
）（
以
降
Ｒ
Ｆ
Ｃ
Ｄ

Ｃ
）
の
理
念
を
応
用
し
た
。Barrett （2020 , p.17

）
に
よ
る
と
、

　
　

 

本
参
照
枠
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
け
る
教

育
の
た
め
に
使
用
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、こ
の
参
照
枠
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
、
人
権
教
育
、
異
文
化
教
育
の
た
め
の
包
括
的
な
能
力
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
筆
者
訳
）。

Ｒ
Ｆ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
能
力
は
一
三
五
項
目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
大
き
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
は
、『
価
値
観
・
態
度
・
ス
キ
ル
・
知
識
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
理

解
』
の
五
種
類
が
あ
る
が
、
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
さ
ら
に
二
十
項
目
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
一
三
五
項
目
の
能
力
の
中
で
、
本
交
流
活
動
に
関
連
す
る
六
十
六
項
目
を
選

択
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
英
文
を
よ
り
理
解
し
や
す
い
英
文
へ
変
更
し
、
コ
ス
タ
リ
カ

の
大
学
教
員
の
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同
で
質
問
紙
を
作
成
し
た
。
質
問
の
要
点
と

し
て
は
、
例
え
ば
、「
他
者
の
信
念
や
考
え
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
」、「
自
分
の

行
動
に
対
す
る
責
任
」、「
自
己
効
力
感
」、「
自
律
的
な
学
習
ス
キ
ル
」、「
共
感
力
」、

「
協
力
す
る
ス
キ
ル
」、「
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
副
言
語
ス
キ
ル
」（
全
て

筆
者
訳
）
に
関
す
る
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
質
問
紙
は
交
流
開
始
前
と
終
了

直
後
に
参
加
者
に
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
能
力
に
つ
い
て
自
己
評
定

し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
質
問
紙
の
結
果
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
が
、
要
点
の
み
を

後
述
す
る
。

　

具
体
的
な
交
流
目
的
に
つ
い
て
、
下
記
に
簡
略
化
し
て
述
べ
る
。

・ 

あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
海
外
の
学
生
と
英
語
を
使
用

し
て
交
流
し
、
実
際
に
相
互
に
理
解
し
あ
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
英
語
力
を
育

成
す
る
。

・ 

交
流
活
動
で
は
、
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
と
い
う
技
能
が
必
要
と
な
る
た
め
、

こ
の
四
技
能
を
育
成
す
る
。

・ 

な
じ
み
の
少
な
い
国
・
文
化
出
身
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

異
な
る
文
化
を
知
り
、
理
解
す
る
。

・ 

海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
に
日
本
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
身
の
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
。

・ 

日
本
人
と
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
混
合
の
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
協
力
し
て
交
流
活
動

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
定
を
つ
く
り
、
参
加
者
が
互
い
に
協
力
し
、
自
分

の
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
経
験
す
る
。

　

授
業
参
加
者
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
十
二
名
に
対
し
て
日
本
人
学
生
は
四
十
一

名
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
い
と
考
え
た
が
、
両
方
の
学
生
を
含
ん
だ
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評　論

グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
必
ず
相
互
交
流
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
参
加
者
の
英
語
の

レ
ベ
ル
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ 

Ａ
２
か
ら
Ｂ
１
レ
ベ
ル
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）
で
あ
っ
た
が
、

日
本
人
学
生
は
、
入
学
時
に
あ
る
一
定
の
英
語
力
を
求
め
ら
れ
る
学
部
に
所
属
し
て

い
る
た
め
、
基
本
的
な
英
語
力
は
身
に
つ
い
て
い
た
。

　

尚
、
学
生
に
は
コ
ス
タ
リ
カ
の
大
学
教
員
と
筆
者
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
説
明
し
、

彼
ら
が
提
出
し
た
動
画
・
フ
ァ
イ
ル
・
テ
キ
ス
ト
・
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
し
、
教
育
効

果
に
つ
い
て
検
証
し
、
さ
ら
に
よ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
改
良
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
よ
い
か
に
つ
い
て
同
意
か
不
同
意
か
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
回
答
は
成
績
に
は
全
く
関
係
し
な
い
こ
と
も
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
日

本
人
参
加
者
四
十
一
名
中
三
十
九
名
が
同
意
し
て
く
れ
た
た
め
、
彼
ら
の
デ
ー
タ
を

匿
名
で
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
承
諾
を
得
、
本
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

３
．２　

授
業
の
プ
ロ
セ
ス

　

日
本
の
大
学
の
授
業
は
四
月
二
週
目
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
授
業
は

六
月
の
一
週
目
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
実
質
的
な
交
流
は
六
月
一
週
目
か
ら
の
八
週

間
で
あ
っ
た
。
交
流
開
始
ま
で
の
七
週
間
は
、
交
流
時
に
使
用
す
る
ア
プ
リ
の
使
用

方
法
に
慣
れ
る
た
め
の
実
習
や
、
交
流
開
始
後
に
投
稿
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
事
前
準
備
を
行
っ
た
。

　

本
交
流
を
実
施
し
た
期
間
は
、
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
し
た
期
間
と
一
致
し
て
お
り
、日
本
側
の
大
学
で
は
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
てBlackboard

を
使
用
し
た
。
一
方
、
日
本
人
学
生
と
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生

の
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
大
学
のM

oodle
を
使
用
し

た
。
交
流
活
動
は
四
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
を
構
成
し
、Stage 1

か
らStage 4  
ま
で
を
実

施
し
た
。
各Stage

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
以
下
に
説
明
す
る
。
活
動
に
はFlipgrid

とPadlet

と
い
う
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
。
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

・Stage 1

：
自
己
紹
介
の
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
三
つ
の
ア
プ
リ
を
使
用

し
、「
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
」
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
） Flipgrid

：
自
分
で
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
画
像
を
録
画
し
て
投
稿
し
た
。
そ

の
後
、
他
者
の
動
画
へ
の
コ
メ
ン
ト
ス
ピ
ー
チ
を
録
画
し
、
投
稿
し
た
。
間

接
的
な
会
話
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
が
で
き
る
。

（
２
） Padlet

：
日
本
の
地
域
な
ど
の
紹
介
を
す
る
た
め
、
写
真
も
交
え
てPPT

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
説
明
音
声
を
録
音
後
、
フ
ァ
イ
ル
を
動
画

へ
変
換
し
投
稿
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
も
他
者
の
動
画
を
見
て
、
コ
メ
ン
ト

（
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
） M

oodle Forum

：
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
や
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
や
動
画
を

使
用
し
た
自
己
紹
介
を
投
稿
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
も
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
よ
る
交
流
が
で
き
る
。

（
４
） R

eflection

：
こ
のStage

で
の
活
動
を
通
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
・
感
じ

た
こ
と
・
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
英
語
で
書
い
た
。

・Stage 2

：
日
本
人
と
コ
ス
タ
リ
カ
人
混
合
の
グ
ル
ー
プ
を
作
成
、
各
グ
ル
ー
プ
単

位
で
交
流
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
） Padlet

で
の
活
動
。
相
手
へ
の
質
問
ト
ピ
ッ
ク
を
二
つ
選
び
、
そ
れ
に
関
連

す
る
質
問
を
グ
ル
ー
プ
内
の
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
投
稿
す
る
（
テ
キ
ス
ト

で
）。
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
質
問
に
相
互
に
回
答
す
る
が
、
そ
の
際
に
テ
キ

ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
四
つ
の
写
真
を
加
え
て
視
覚
的
に
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
た
。

（
２
） R

eflection

：Stage 1

と
同
様
。

・Stage 3

：Stage 2

の
時
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
で
の
活
動
。
こ
の
段
階
で
は
、「
話

す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
」
活
動
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
二
つ
の
文
化
を
比

較
す
る
視
点
が
必
要
と
な
る
。

（
１
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
対
面
交
流
：
こ
こ
で
は
、Stage 2

で
の
質
問
以
外
の
ト
ピ
ッ
ク

を
選
び
、Zoom

やSkype

な
ど
を
使
っ
て
、
直
接
会
話
し
て
質
問
と
回
答

を
行
っ
た
。
た
だ
し
時
差
が
十
五
時
間
あ
る
た
め
、
互
い
に
時
間
調
整
で
き

な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、Padlet

上
で
の
テ
キ
ス
ト
で
の
交
流
を
行
っ
た
。

（
２
） Padlet
：（
１
）
で
の
交
流
で
得
た
情
報
に
つ
い
て
、
日
本
と
コ
ス
タ
リ
カ
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の
類
似
点
と
差
異
点
を
観
察
し
、
結
果
をPPT

フ
ァ
イ
ル
（
音
声
無
）
に

ま
と
め
て
投
稿
。
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
の
投
稿
し
た
フ
ァ
イ
ル
に
コ
メ
ン
ト
を

相
互
に
や
り
取
り
し
て
交
流
し
た
。

（
３
） R

eflection

：Stage 1

と
同
様
。

・Stage 4

：Stage 1

か
らStage 3

ま
で
を
統
括
す
る
個
人
活
動
。

（
１
） Padlet

：PPT

フ
ァ
イ
ル
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
音
声
を
録
音
後
、

動
画
変
換
し
て
投
稿
。

 
こ
の
段
階
で
は
、
他
の
全
グ
ル
ー
プ
のPadlet

で
の
投
稿
、M

oodle

や

Flipgrid
で
の
全
て
の
投
稿
を
見
て
、
二
つ
の
文
化
を
比
較
対
照
し
た
結
果

を
発
表
し
た
。

（
２
） R

eflection

：
今
期
授
業
の
全
て
の
活
動
で
、
気
づ
い
た
こ
と
・
感
じ
た
こ

と
・
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
英
語
で
書
い
た
。

　

今
回
の
交
流
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
多
数
の
活
動
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
開
始
さ
れ
て
間
の
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者

は
、
初
め
て
経
験
す
る
数
種
の
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
に
も
時
間

を
要
し
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
人
学
生
が
交
流
のStage 4  
終
了
後
に
書
い
た
、
ま
と
め

と
し
て
のR

eflection

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

４
．�

日
本
人
学
生
が
交
流
授
業
を
通
し
て
何
を
ど
の
よ
う
に 

感
じ
、
学
ん
だ
か
？

　

Stage 4

のR
eflection

は
全
て
の
活
動
を
総
括
す
る
視
点
で
、
各
参
加
者
は
二
百

語
以
上
の
英
語
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
。
日
本
人
学
生
は
四
十
一
名
中
三
十
五
名
が
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
八
種
の
ト
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
の
記
述
が
観
察
さ
れ
た
。
以
下
に
書
か
れ
た
内
容
を
要
約
し
説
明
す
る
。
学

生
の
英
文
例
も
一
部
記
載
す
る
が
、（
間
違
い
も
含
め
た
）
本
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

（
１
）
不
安
感

　

約
五
四
％
の
参
加
者
が
、
交
流
開
始
前
、
ま
た
は
始
ま
っ
た
直
後
、
不
安
に
感
じ

た
と
記
述
し
た
。
そ
の
原
因
は
「
英
語
に
自
信
が
な
い
」、「
授
業
の
一
環
と
は
言
え
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
」、「
外
国
の
人
と
の
交
流

授
業
は
初
め
て
な
の
で
、
う
ま
く
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
」、「
コ
ス
タ
リ
カ
の
こ
と

を
全
く
知
ら
な
い
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
は
心
配
だ
っ
た
」、「
最
初
に
彼
ら

の
ス
ピ
ー
チ
の
ビ
デ
オ
を
観
た
時
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
英
語
を

理
解
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
だ
っ
た
」「
時
差
が
大
き
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

学
生N

o.14

：A
t the first m

om
ent, I have tw

o feelings. O
ne is happy, and 

the other is anxiety because I’m
 not good at English. A

lso, I didn’t have 

m
any opportunities to talk to foreigners in m

y daily life.

（
最
初
、
二
種
の
感

情
を
感
じ
た
。
ひ
と
つ
は
幸
せ
、
も
う
一
つ
は
心
配
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
英
語

が
上
手
で
は
な
い
か
ら
。
そ
れ
に
、
日
常
生
活
で
外
国
の
人
と
話
す
機
会
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
か
ら
。）（
筆
者
訳
）

（
２
）
わ
く
わ
く
感

　
「
わ
く
わ
く
し
た
」
と
記
述
し
た
学
生
は
十
三
名
で
あ
り
、
三
七
％
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
の
三
名
は
「
不
安
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
心
配
と
同
時
に

わ
く
わ
く
感
じ
た
学
生
が
い
た
、
と
理
解
で
き
る
。
ど
う
い
う
こ
と
に
対
し
て
「
わ

く
わ
く
し
た
」
の
か
に
つ
い
て
、
下
記
に
記
載
す
る
。

　
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
と
交
流
で
き
る
こ
と
」、「
コ
ス
タ
リ
カ
に
興
味
が
あ
る
」、

「
初
め
て
の
国
際
交
流
な
の
で
」、「
ス
ペ
イ
ン
語
を
少
し
勉
強
し
た
の
で
、
英
語
と
ス

ペ
イ
ン
語
で
交
流
で
き
る
」
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
初
め
て
経
験
す
る
国
際
交
流

に
つ
い
て
不
安
に
感
じ
る
学
生
が
い
る
一
方
、
と
て
も
楽
し
み
に
感
じ
る
学
生
が
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

学
生N

o.22

：I w
as very excited at the first m

om
ent w

hen I started to 

com
m

unicate w
ith m

y international partner because I thought that this is 

80



評　論

great opportunity to use English.

（
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
と
交
流
が
始
ま
っ
た
当

初
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
英
語
を
使
え
る
す
ば
ら
し
い
機
会
に
な

る
と
思
っ
た
か
ら
。）（
筆
者
訳
）

（
３
）
パ
ー
ト
ナ
ー
文
化
と
の
類
似
点

　

両
国
の
学
生
や
文
化
に
お
け
る
類
似
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
学
生
は
八
六
％
で

あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
点
に
類
似
性
を
感
じ
た
の
か
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

　
「
自
然
を
愛
し
て
い
る
、
ど
ち
ら
も
火
山
が
あ
り
温
泉
が
あ
る
」、「
互
い
に
興
味
を

感
じ
合
い
、
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
」、「
ど
ち
ら
も
相
手
へ
す
ぐ
に
コ
メ
ン
ト

を
返
す
の
で
、
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
」、「
ど
ち
ら
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
」、「
ど
ち
ら
も
食
事
中
に
口
を
開
け
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
感
じ
る
」、「
ス
カ

イ
プ
で
会
話
し
た
時
に
、
う
な
ず
き
な
が
ら
相
槌
を
打
つ
こ
と
」、「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
予
定
を
決
め
る
時
に
、
互
い
に
相
手
の
都
合
を
よ
く
考
え
た
」、「
思
い
や
り
と
親

切
」、「
映
画
と
ゲ
ー
ム
が
好
き
」、「
教
育
シ
ス
テ
ム
と
大
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
同
じ
」

　

学
生N

o.20

：T
he sim

ilarity of behavior or characteristics betw
een m

e 

and internationals partners I found w
as the politeness. W

hen w
e had the 

m
eeting, they cam

e on tim
e.

（
私
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
や
性
格
に
つ
い
て
の
類

似
点
は
丁
寧
さ
だ
っ
た
。（
対
面
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
、
彼
ら
は
時
間
通
り
に
参
加

し
た
。）（
筆
者
訳
）

（
４
）
パ
ー
ト
ナ
ー
文
化
と
の
差
異
点

　

八
〇
％
の
学
生
が
差
異
点
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
か
な
り
多
く
の
差
異
点
を
見
つ

け
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
違
う
と
感
じ
た
か
に
つ
い
て
要

約
す
る
。

　
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
の
作
成
し
た
動
画
の
質
の
高
さ
に
驚
い
た
」、「
コ
ス
タ
リ
カ

の
大
学
生
の
一
部
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
な
が
ら
大
学
で
学
ん
で
い
る
、午
前
中

に
大
学
、
午
後
に
仕
事
を
し
て
い
る
」、「
彼
ら
は
オ
ー
プ
ン
だ
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
は

仕
事
を
し
て
忙
し
い
の
に
、
動
画
も
他
の
課
題
も
質
が
高
い
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
や
新

年
の
祝
い
で
も
通
常
の
食
事
を
す
る
」、「
育
児
を
し
て
い
る
人
も
い
る
」、「
自
分
よ

り
も
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
、
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
は
、
私
達
よ
り
、
よ
く

話
し
た
」、「
英
語
の
ス
キ
ル
が
高
い
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
私
達
と
違
う
」、「
小

学
校
の
時
か
ら
彼
ら
は
英
語
を
学
び
始
め
た
」、「
彼
ら
は
野
球
よ
り
も
サ
ッ
カ
ー
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
」、「
大
学
生
の
年
齢
の
幅
が
広
い
（
若
者
だ
け
で
は
な

い
）」、「
家
族
と
のtea tim

e

が
毎
日
あ
り
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る
。
そ
れ

は
ど
の
家
庭
で
も
同
じ
だ
そ
う
だ
が
、
私
はtea tim

e

を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
」、

「
彼
ら
は
と
て
もfriendly

」、「
時
間
に
少
し
ル
ー
ズ
だ
が
、
そ
れ
を
う
ら
や
ま
し
く

感
じ
た
。
日
本
は
時
間
に
厳
し
す
ぎ
る
。」、「
彼
ら
の
方
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高

い
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格
が
理
由
か
も
し
れ
な
い
。」

　

学
生N

o.23

：W
hen w

e did a video m
eeting, our international partner 

w
as talking about his girlfriend a lot. Japanese do not often talk about boy ­

friend or girlfriend in class. I felt this is different from
 us.

（
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
し
た
時
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
自
分
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
の
話
を
た
く
さ
ん
し

た
。
日
本
人
は
授
業
中
に
恋
人
の
話
は
あ
ま
り
し
な
い
。
こ
の
点
が
私
達
と
違
う
と

感
じ
た
。） （
筆
者
訳
）

（
５
）
努
力
・
工
夫
し
た
こ
と

　

前
述
し
た
「
不
安
感
」
の
箇
所
で
説
明
し
た
と
お
り
、
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
英

語
力
不
足
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
学
生
が
数
名
い
た
。
そ
の
た
め
、
交
流
す
る
に
あ

た
っ
て
、
何
ら
か
の
努
力
や
工
夫
を
し
た
と
想
定
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
五
四
％

の
学
生
が
交
流
授
業
を
通
し
て
、
努
力
・
工
夫
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
下
記
に
要
約
す
る
。

　
「
日
本
に
つ
い
て
説
明
す
る
時
は
、
話
し
言
葉
で
も
書
き
言
葉
で
も
具
体
的
に
説
明

す
る
よ
う
に
し
た
」、「
動
画
で
話
す
時
は
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
と
話
す
よ
う
に
し

た
」、「
英
語
は
ど
ち
ら
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
母
語
で
は
な
い
の
で
、
注
意
深
く
英

語
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
た
」、「
動
画
で
話
す
時
は
、
シ
ン
プ
ル
な
語
や
語
句
を
使

用
し
た
。
英
文
を
書
く
時
は
、
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
正
し
い
英
語
を
書
く
た
め
に
、

辞
書
を
多
用
し
た
。
そ
の
た
め
英
語
の
知
識
が
か
な
り
増
え
た
」、「
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
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ン
グ
の
時
は
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
話
す
よ
う
に
し
た
。
た
く
さ
ん
ト
ピ
ッ
ク
を

出
し
て
会
話
を
リ
ー
ド
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
交
流
で
き
る
よ
う
に
し
た
」、「/r/ /t/ 

/th/

の
発
音
を
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
し
た
」、「
最
初
は
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

せ
ず
、
チ
ャ
ッ
ト
で
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
で
交
流
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
意

見
交
換
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交
流
し
た
」、「
ビ

デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
、
日
本
の
行
事
、
例
え
ば
「
七
五
三
」
を
口
頭
で
発
音

し
て
も
、
聞
き
取
り
に
く
い
と
思
っ
た
た
め
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
で
ロ
ー
マ
字
表

記
し
、
写
真
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し

た
」、「
質
問
を
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
送
る
と
き
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
例
を
含
め
て
詳
し
い
説
明
を
加
え
て
質
問
し
た
」、「
こ
の
授
業
で

初
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
動
画
に
す
る
作
業
を
し
た
た
め
、
と
て
も
時
間
が

か
か
っ
た
が
、
そ
の
後
た
く
さ
ん
の
課
題
を
し
て
い
る
う
ち
に
慣
れ
て
い
っ
た
」

　

学
生N

o.23

：I am
 not good at speaking English, so I try to use sim

ple 

expression. It is because I do not w
ant them

 to have m
isheard.

（
私
は
英
語
を

話
す
こ
と
が
得
意
で
は
な
い
た
め
、
シ
ン
プ
ル
な
表
現
を
使
う
よ
う
に
し
た
。
パ
ー

ト
ナ
ー
が
聞
き
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
。）（
筆
者
訳
）

（
６
）
困
難
だ
っ
た
こ
と

　

コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
の
授
業
時
間
帯
は
、
日
本
の
授
業
時
間
帯
と
は
重
複
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
非
同
期
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ル
、
動
画
を
使
っ
て

交
流
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
３
.
交
流
授
業
」
の
概
要
の
箇
所
で
説
明
し
た
と
お

り
、
か
な
り
の
量
の
課
題
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
授
業
中
に
も
、
課

題
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
学
生
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
。
他
の
大
学
で
も
同
様

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
て
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
た
め
、
教
員

は
毎
回
課
題
を
課
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
結
果
、
学
生
は
一
日
中
授
業
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
受
講
し
、
授
業
前
後
に
は
課
題
を
Ｐ
Ｃ
で
作
成
す
る
、
と
い
う
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
途
中
か
ら
は
課
題
の
量
を
多
少
減
ら
し
て
彼
ら
の
負
担

を
軽
減
し
た
が
、
そ
れ
で
も
尚
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
六
〇
％
の
学
生
が
困
難
を
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　
「
多
数
の
ア
プ
リ
を
使
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
」、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
話
す
英
語
が
時
々
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
話
す
速
度
が
速
か
っ
た

た
め
」、「
時
差
が
大
き
い
た
め
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
調
整
が
難
し
く
、
実

現
で
き
な
か
っ
た
が
、Padlet

で
そ
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
く
ら
い
彼
ら
と
交
流
し

た
」、「Z

oom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
、
ス
タ
ー
ト
時
間
に
な
っ
て
も
全
員
が
そ
ろ
わ
な

か
っ
た
た
め
、
開
始
時
間
が
遅
れ
た
。
チ
ー
ム
の
協
力
が
必
要
な
の
に
非
協
力
的
な

人
が
い
た
」、「
時
々
コ
ス
タ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
返
答
が
来
な
か
っ
た
た
め
、

何
度
か
活
動
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
」、「
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
す
話
題
が

な
く
な
っ
た
時
、
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
」、「
ネ
ッ
ト
接
続
が
悪
い
時
が
あ
り
、
そ

の
場
合
は
彼
ら
の
話
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
」、「
コ
ス
タ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
こ

ち
ら
か
ら
の
質
問
に
回
答
し
な
か
っ
た
り
、
質
問
を
送
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
」

　

学
生N

o.25

：T
here w

ere m
any difficulties during this class but, this ex­

perience that I com
m

unicate w
ith foreign people using m

any w
ebsite or 

apps w
ill m

ake m
e develop to adopt global and high-technology society.

（
こ

の
授
業
に
は
困
難
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
い
く
つ
も
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

ア
プ
リ
を
使
っ
て
海
外
の
人
と
交
流
し
た
経
験
を
し
た
お
か
げ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
や
ハ
イ
テ
ク
社
会
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
成
長
で
き
る
だ
ろ
う
。）（
筆
者
訳
）

（
７
）
残
念
だ
っ
た
こ
と
・
改
善
点

　

六
名
の
学
生
（
一
七
％
）
が
残
念
だ
っ
た
こ
と
や
交
流
授
業
に
つ
い
て
の
改
善
点

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、「
困
難
だ
っ
た
こ
と
」
に
関
連
し
て

い
た
。

　
「
課
題
作
成
の
ア
プ
リ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
し
て
ほ
し

い
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、Z

oom

に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
早
く
知

ら
せ
て
ほ
し
か
っ
た
」、「
自
分
の
英
語
力
の
低
さ
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
」、「
海
外
の

国
と
の
交
流
を
す
る
場
合
は
、
も
っ
と
近
い
国
と
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
」、「
時
々
、

パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
返
答
が
遅
れ
た
の
で
申
し
訳
な
く
感
じ
た
」

　

学
生N

o.8
：I believe that I got great opportunities to know

 them
 and the 
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country of costa-R
ica. But I am

 disappointed that I could not see our face 

each other.  （
コ
ス
タ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
国
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
互
い
に
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
。）（
筆
者
訳
）　
［
補
足
説
明
：
こ
の
学
生
の
グ
ル
ー

プ
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
メ
ン
バ
ー
と
都
合
の
合
う
時
間
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
な
か
っ
た
。］

（
８
）
こ
の
交
流
活
動
で
経
験
し
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と

　

八
〇
％
の
参
加
者
が
経
験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
コ
ス
タ
リ
カ
と
い
う
国
に
つ
い
て
知
識
が
な
い
状
態
で
交
流
が
始

ま
っ
た
。
要
約
を
記
述
す
る
。

　
「
よ
い
経
験
だ
っ
た
」、「
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
」、「
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
と
国
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
多
く
の
こ
と
を
学

べ
た
」、「
コ
ス
タ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
自
国
が
軍
隊
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を

誇
り
に
し
て
い
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
み
ら
れ
た
。
一
方
、「
も
っ
と
英
語
を
学
習

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

学
生N

o.15

：I w
as astonished that they are good at speaking English. 

W
atching their videos, I noticed that I do not have to hesitate speaking Eng ­

lish, rather m
ost im

portant thing is organizing the script or in case of video 

m
eeting, think before speaking w

hat to say so that they can easily understand 

m
y English. I learned about C

osta R
ica, learned English, and found m

y pos ­

sibilities.  （
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
は
、
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
に
長
け
て
い
る
こ
と
に
非
常

に
驚
い
た
。
彼
ら
の
（
ス
ピ
ー
チ
の
）
ビ
デ
オ
を
観
て
、
英
語
を
話
す
こ
と
を
た
め

ら
う
必
要
が
な
い
と
気
づ
い
た
。
む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
ス
ク
リ
プ
ト
を
整
理
し
、

ま
た
は
ビ
デ
オ
会
議
で
話
す
際
に
は
、
事
前
に
話
す
こ
と
を
考
え
る
こ
と
だ
。
そ
う

す
れ
ば
、
彼
ら
が
私
の
話
す
英
語
を
理
解
し
や
す
く
な
る
。（
こ
の
交
流
で
）
コ
ス
タ

リ
カ
に
つ
い
て
学
び
、
英
語
を
学
び
、
自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け
た
。）（
筆
者
訳
）

４
．
質
問
紙
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
学
期
の
授
業
開
始
時
と
後
に
、
六
十
六
個
の
質
問
項
目
に
対
し
て
、
授
業
参
加

者
か
ら
の
五
段
階
評
価
に
よ
る
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
項
目
に
お
い
て
、

授
業
後
の
評
価
が
有
意
に
上
昇
し
た
（
Ｔ
検
定
）。
十
一
項
目
の
中
で
も
っ
と
も
有
意

差
が
大
き
か
っ
た
項
目
は
、‘Skills: Linguistic, com

m
unicative and plurilingual 

skills’

（「
言
語
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
、
複
言
語
的
ス
キ
ル
」）（
筆
者
訳
）

に
関
す
る
質
問
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
『
異
な
る
文
化
出
身
の
人
と
話
を
す
る
際
に
、

効
率
的
・
効
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
上
で
問
題
が
な
か
っ
た
』（
筆
者

訳
）
と
い
う
質
問
で
有
意
差
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
他
者
と
交
流
す
る
上

で
の
自
身
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
授
業
後
に
主
観
的
判
定
を
し
た
際
に
参
加
者
が
、

「
成
長
し
た
」
と
感
じ
た
こ
と
を
、
こ
の
結
果
は
示
し
て
い
る
。
有
意
差
が
確
認
さ
れ

た
十
一
項
目
に
は
「
言
語
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
、
複
言
語
的
ス
キ
ル
」
に

関
す
る
質
問
が
こ
れ
以
外
に
も
二
項
目
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
言
語
ス
キ
ル
等
に

関
す
る
三
項
目
の
質
問
に
関
し
て
自
己
評
価
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
言
語
ス
キ
ル
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
授
業
開
始
時
に
感
じ
て
い
た
「
不
安
感
」

が
、
実
際
に
交
流
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
信
へ
と
変
容
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

　

こ
の
質
問
紙
は
自
分
の
能
力
に
つ
い
て
主
観
的
に
判
定
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

英
語
を
使
用
す
る
ス
キ
ル
を
客
観
的
に
測
定
し
た
結
果
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

学
習
者
が
自
己
効
力
感
を
高
め
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

　
「
言
語
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
、
複
言
語
的
ス
キ
ル
」
と
い
う
サ
ブ
カ
テ

ゴ
リ
ー
以
外
で
、
授
業
前
後
で
自
己
評
定
に
有
意
差
が
現
れ
た
も
の
は
、‘Values: 

Tolerance to am
biguity’

（「
価
値
観
：
あ
い
ま
い
さ
へ
の
寛
容
さ
」）、‘Skills: 

A
utonom

ous learning skills’

（「
自
律
的
な
学
習
ス
キ
ル
」）、‘Skills: C

onflict-

resolution skills’

（「
対
立
解
決
の
ス
キ
ル
」）（
全
て
筆
者
訳
）
等
に
関
す
る
質
問

項
目
で
あ
っ
た
。

83



５
．
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
前
期
に
コ
ス
タ
リ
カ
の
大
学
生
と
交
流
し
た
日
本
人

大
学
生
が
何
を
ど
う
感
じ
、
学
ん
だ
か
、
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
彼
ら
の
学
び
を
下

記
に
要
約
す
る
。

（
１
）
交
流
開
始
時
：
約
半
数
の
参
加
者
が
英
語
力
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
知
ら
な
い

人
と
の
交
流
を
不
安
に
感
じ
た
。
一
方
、
英
語
を
使
っ
て
交
流
で
き
る
こ
と
、
コ

ス
タ
リ
カ
の
学
生
と
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
感
じ
た
学
生
も
い
た
。

（
２
）
交
流
中
に
わ
か
っ
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
：

・ 

ど
ち
ら
の
国
の
学
生
も
互
い
に
興
味
を
感
じ
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
親
切
で
あ
る

と
感
じ
た
。

・ 

異
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
点
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
の
英
語
力
の
高
さ
、
プ
レ

ゼ
ン
動
画
の
質
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
中
に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕

事
を
し
た
り
、
子
供
が
い
る
学
生
が
い
て
、
忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
質
の
高
い

動
画
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
た
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
の
中
に
は
、

時
間
を
守
る
人
も
い
た
が
、
ル
ー
ズ
な
人
も
い
た
。
ま
た
、
日
本
人
学
生
が
投
稿

し
た
内
容
に
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
て
く
れ
な
い
学
生
も
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
へ
の
寛
容
さ
が
育
ま

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

・ 

英
語
力
に
自
信
が
な
い
学
生
は
、
シ
ン
プ
ル
な
英
語
を
使
っ
て
相
手
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。
自
分
の
英
語
で
の
説
明
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
ト

を
も
ら
っ
て
交
流
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
英
語
力
に
対
す
る
自
信
が

つ
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
使
っ
た
こ
と
の
な
い
数
種
類
の
ア
プ
リ

を
使
っ
て
交
流
す
る
の
は
、
日
本
人
学
生
の
多
く
に
と
っ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
数

回
使
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
慣
れ
て
き
た
た
め
、
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
に
も
自

信
が
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）
交
流
後
に
感
じ
た
こ
と
：
も
っ
と
英
語
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
学
習
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
学
生
が
い
た
。
こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
コ
ス
タ
リ
カ
へ
の
興
味
が

増
し
た
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
交
流
を
続
け
た
い
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

た
ら
訪
れ
た
い
と
感
じ
た
学
生
が
い
た
。

　

以
上
が
簡
単
で
は
あ
る
が
要
約
で
あ
る
。
学
生
は
た
く
さ
ん
の
ア
プ
リ
の
使
い
方

を
習
得
し
な
が
ら
、
英
語
で
話
し
た
り
、
動
画
を
作
成
し
て
投
稿
す
る
過
程
は
大
変

だ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
一
方
、
両
国
の
二
人
の
教
員
は
各
段
階
の
計
画
を
互

い
に
相
談
し
な
が
ら
作
成
し
、
そ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
学
生
へ
説
明
し
、
学
生

が
投
稿
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
書
く
と
い
う
一
連
の
作
業
を
行
っ

た
。
正
直
に
言
う
と
、
教
員
側
に
も
か
な
り
の
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、日
本
人
学
生
が
約
四
十
名
い
た
た
め
、課
題
の
点
検
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が

一
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
最
も
困
難
だ
っ
た
こ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
あ
っ

た
た
め
、
一
人
一
人
の
活
動
を
横
で
見
て
、
学
生
が
困
っ
た
時
に
す
ぐ
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。Z

oom

の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
使
用
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
際
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
る
と
、
同
時
に
別
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
同
じ
様
な
質
問
が
来
た
が
、
別
々
に
対
応

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
対
面
授
業
の
方
が
や
り
や
す

い
と
強
く
感
じ
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
二
期
の
授
業
で
は
、
本
学
に
お
い
て
も
コ
ス
タ
リ
カ
の
学
生
と
の

交
流
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
幸
い
、
今
回
は
先
方
も
こ
ち
ら
も
十
四
名
ず
つ
の
学

生
で
あ
り
、
し
か
も
対
面
授
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
上
記
で
述
べ
た
困
難
さ
を
感

じ
る
こ
と
な
く
、
交
流
を
進
め
て
い
る
。
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
本
学
で
実
施
し

た
交
流
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
も
報
告
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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